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インターンの感想
　今回のインターンシップで、教育、福祉の面や政治の面で熊本県が抱える問題
について学びました。これまでは自分と遠いものだと思っていた政治が少し身近
に感じられ、私たちのくらしと政治は思っていたよりずっと繋がっていることがわ
かりました。性別、年齢、障害の有無などに関わらず熊本県民が幸せにくらしてい
くために自分ができることを探していきたいと思いました。 【県立大１年 TNさん】

　今まで知らなかったことを知り、数多くの経験をすることができました。２ヶ月間
という短い期間の中で本当にたくさんの場所に連れて行っていただき、政治をは
じめとした、今まで遠く、離れた存在に感じている様々な世界を、より身近に感じ
ることができました。この経験を生かして自分があまり知らない分野の活動にも
積極的に参加したいと思います。　　　　　　　　　　 　 【県立大１年 EUさん】

　今回、普通に夏休みを送っていたら体験できなかったような事をたくさん体験させて頂きました。中でも一番今で
も記憶に残っているのは大甲橋での辻立ち演説に参加させていただいた事です。なぜなら、初めてだったからと言
うのももちろんありましたが、大甲橋で立ち止まって挨拶をしていると、意外と人が多いんだなぁとか、結構な人がチ
ラチラ見てるなぁとか、挨拶をすれば大抵の人は返してくれるんだなぁとか自転車で見る景色とはまた違った一面が
見られたからです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　                【学園大１年 KNさん】

　毎月１回、中央区県政報告会を開催し
ています。平日の午前中なので参加者は
限られていますが、毎回日本国憲法を読
み合ったり、悩みや心配事を話し合った
りしています。

　戦争を語り継ぐ女たちのつどいを実行委員
長として開催しました。戦争経験者のお二人
の女性に当時の事をお話ししていただきまし
た。聞いた事は伝えていかねばなりません。お
二人とも「二度とあの時代には戻ってはいけ
ない」と訴えられました。

祉部長が答弁しました。いろんな部署と連携して取り組
むべきことです。皆さんも電話１８９の周知をよろしくお
願いします。縦割り行政の弊害で子どもたちの命が奪わ
れない取り組みが行政に求められます。

　平和で安全な環境をつくる
　有明海の再生のための諫早湾開門調査についてや立
野ダム本体着工の危険性、太陽光パネル設置の協定書

について質問がありました。知事は諫早湾開門調査は必
要だが福岡高裁で判決がでた。和解を願う。最高裁の判
決を待つとだけ答弁。ダムについては下流域の自治体
が要望している、国からの説明も十分に行われていると
の答弁。私も含めて国の説明に納得のいかない県民が
多数いることをもっと考えるべきです。

政治活動
報告

　津久井山ゆり園で亡く
なった方々を偲び、追悼集会
が開催されました。犯人は未
だ反省の言葉もなく、良い事
をしたと言っているのです。
人の命の尊厳をあまりにも
バカにしてます。忘れてはな
りません。


